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新しい時代を切り拓く実践経営情報紙 

「鬼滅の刃」「Go Toイート」を巧みに活用！ 
コロナ禍に過去最高売上を達成した飲食企業 

 

経済産業省の調べによれば、新型コロナウイルス禍の影響をもっとも受けたのは飲食や観光などの「生

活娯楽関連サービス」。中でも低下への影響度の高い業種として飲食関連を挙げている。 

実際、大量の閉店を実行する外食チェーンが相次いでおり、テイクアウトやデリバリーに活路を見出そ

うとしている店舗も多い。そんな苦境の中、6月に平日として過去最高の売上高を記録した飲食チェーン

がある。回転寿司「無添くら寿司」を展開するくら寿司だ。なぜV字回復できたのか。 

その理由は、TVアニメも映画も大ヒットしている「鬼滅の刃」とのコラボ。最高売上をマークした6月12

日は、コラボキャンペーンの初日で、2,000円以上購入した人を対象にオリジナルクリアファイルを配

布。わずか数日で予定数量の20万枚が終了したという。さらに9月には、再度「鬼滅の刃」キャンペーン

を実施。コラボメニューの提供や、5皿に1回挑戦できる「ビッくらポン！」にもグッズを投入、同月の

既存店売上高は前年同月比107.9％を達成。さらに、10月からの「Go Toイートキャンペーン」でも話題

の施策を実現する。それが「無限くら寿司」。「Go Toイート」は、オンライン予約をした飲食店で食事

をすれば次回以降利用できるポイントが付与されるが、くら寿司はポイント付与分と同額の食事料金で

利用できる。1,000円分の食事をすると1,000円分のポイントがもらえるのだ。 

実は、低額メニューをオーダーすることで、付与されるポイントと支払額との差額を利用し儲けが得ら

れる「錬金術」は問題となっていた。農林水産省は「Go Toイート」開始1週間後に「付与ポイント以上

の飲食が必要」という新ルールを設定している。くら寿司は、ルールの範囲内で最大限の顧客還元を実

施したということになる。そして、それを「鬼滅の刃」と重ねてくる抜け目なさ。 

トレンドや社会情勢を把握し、的確にマッチングさせた施策を打ち出す―マーケティングの基本を実践

できているからこそ、売上もついてきているといえるのではないか。 

 

ＰＣＲ検査費用の医療費控除適用 
医師等の判断での検査費用はＯＫ 

 

新型コロナウイルス感染症の収束が秋に入っても見えてこないなか、ここに来て自費によるＰＣＲ検査

の普及に伴い検査人数も増加傾向にある。そこで気になるのがＰＣＲ検査費用は医療費控除の対象とな

るのかどうか。 

国税庁によると、医療費控除の対象となる医療費は、 

(1)医師等による診療や治療のために支払った費用、 

(2)治療や療養に必要な医薬品の購入費用などとされているとした上で、新型コロナ感染症にかかって

いる疑いのある者へ行うＰＣＲ検査など、医師等の判断によりＰＣＲ検査を受けた際の検査費用は、医

師等による診療や治療のために支払った費用に該当するので医療費控除の対象となると指摘した。 

ただし、公費負担により行われる部分の金額がある場合には、その部分は医療費控除の対象とはならな

い。また、医師等の判断によりＰＣＲ検査を受ける以外に、単に感染していないことを明らかにする目

的で受けるといった自己の判断により受けたＰＣＲ検査の検査費用は、医療費控除の要件には該当しな

いため控除の対象には当たらない。 

しかし、ＰＣＲ検査の結果、「陽性」であると診断され引き続き治療が行われた場合には、その検査は

健康診断により病気が判明して治療が行われた時と同じように、治療に先立って行われる診察と同様に

考えることができることから、その場合の検査費用については、治療費とともに医療費控除の対象とな

るとしている。 


